
標準混和量

砂 36 kg

混和剤 18ℓ

（３袋）

（１缶）

※表層の厚さが２mm前後になるように仕上げてください。
※１回で吹き付けることも可能ですが、２回に分けて吹き付ける
　ことでムラがなく美しい仕上がりとなります。

施工フローチャート

清　掃1

マスキング（養生）2

材料攪拌3

吹き付け（１回目）4

乾　燥5

吹き付け（２回目）6

乾　燥7

養生撤去8

完　成9

洗浄

養生

攪拌

吹付 2回に分けて吹き付け、
2mm厚に仕上げます。 完成 乾燥後、養生を撤去します。

表面の付着物やほこり
等を取り除きます。

吹き付け面の境界線を
マスキングします。

容器に混和剤→砂の順
で入れて攪拌します。

真砂土塗布薄層舗装「常陸」　施工手順

大掛かりな機械を使わず、アスファルト舗装の表面に手を加える
だけの短時間作業なので、低コストに施工ができます。養生期間
が短いため、長期通行止めの必要がありません。
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※下地がアスファルト舗装の場合の施工です。
※混和比率＝砂２：混和剤１（常陸-Mサンド36kg：常陸-リキッド18kg）
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